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高等学校地理歴史科「日本史Ａ」学習指導案 

 

日 時：平成 26 年 10 月 30 日（木）２限目 

授業者：教育センター所員 池田 尚史 

 

１ 単元名 「なぜ明治政府は中央集権体制を築いたのか？」 

 

２ 単元について 

本単元は，戊辰戦争以後の明治維新の制度改革や富国強兵・文明開化等の近代化が我が国を欧米諸国と

対等の地位に引き上げようとする立場で推進・受容されていったこと，そしてその反動として，対外的に

は近隣アジア諸国との摩擦を生みだし，国内的には士族の反乱・農民一揆の失敗と自由民権運動による要

求実現への転換を取り扱っている。 

本単元の学習を通じて，それぞれの歴史的事象を大きな歴史的展開の中で理解させるとともに，１つの

歴史事象にも立場(政権にある者，政権に反する者，国民，欧米・東アジアなどの国際環境)によって多様

な見解が存在し，その中で歴史が成り立っているということを考察させたい。本単元の歴史事象について，

地図・年表等の資料，教師の発問及びマインドマップの作図などの学習活動を設定することを通じて，生

徒に多面的・多角的に考察する力を身に付けさせたい。 

 

３ 単元の目標 

(1)  明治初期の我が国の動向に対する関心と課題意識を高め，明治維新とその課題について意欲的に追

究させる。 

(2)  明治初期の我が国の動向から課題を見いださせ，国内及び東アジアの地理的条件・国際環境を関連

付けて近代化政策や欧米文化の導入に対して国民の間に受容と反発があったことを多面的・多角的に

考察させる。 

(3)  明治初期の我が国の動向に関する諸資料を収集し，有用な情報を適切に選択して，読み取ったり図

表などにまとめたりさせる。 

(4)  明治初期の我が国の動向にについて理解し，その知識を身に付けさせる。 

 

４ 単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

① 明治初期の我

が国の動向に対

する関心と課題

意識を高めてい

る。 

② 明治維新とそ

の課題について

意欲的に追究し

ている。 

① 明治初期の我が国の動向から課題を見

いだしている。 

② 明治初期の我が国の動向について，国

内及び東アジアの地理的条件・国際環境

と関連付けて近代化政策や欧米文化の導

入に対して国民の間に受容と反発があっ

たことを多面的・多角的に考察し，国際

社会の変化を踏まえ公正に判断して，そ

の過程や結果を適切に表現している。 

① 明治初期の我

が国の動向に関

する諸資料を収

集し，有用な情

報を適切に選択

して，読み取っ

たり図表などに

まとめたりして

いる。 

① 明治初期の

我が国の動向

についての基

本 的 な 事 柄

を，国際環境

と関連付けて

理解し，その

知識を身に付

けている。 
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５ 単元の計画（全７時間） 

 

 

 

次

程 
主な学習内容・活動 

活用する資料等に

ついて 

評価の観点 
評価規準 

関 思 技 知 

第
１
次 
 
２ 
時
間 

【なぜ五箇条の誓文は江戸城無血開

城と同時に出されたのか？】 

 戊辰戦争の展開と関連する地図・

年表の読み取り(主に江戸城無血開城

と五箇条の誓文)を通じて，明治新政

府が国内外に対して新たな政権とし

ての立場を確立していったこと，及

び明治政府が当初抱えていた課題に

ついて考察する。 

 

 

・戊辰戦争に関連

する地図 

・戊辰戦争の経緯

と五箇条の誓文

等が併記された

年表 

●  

 

 

 

● 

  

 

 

① 明治政府の課題に

ついて列挙できる。 

（ワークシート） 

 

① 戊辰戦争の展開と

明治政府の確立につ

いての国内の動向と

国際環境を関連付け

て考察することを通

じて，明治新政府が

抱える諸課題を見い

だしている。 

（ワークシート） 

第
２
次 
 
3
.
5
時
間 

【なぜ日本の近代化には「四民平

等」が必要だったか？】 

 明治政府の初期の政治的な諸課題

を資料から読み取る。また，江戸時

代の身分の在り方との比較を通じ

て，明治維新の諸改革について「四

民平等」との関わりから考察し，身

分制度の廃止が近代国家の確立に不

可欠だったこと，さらに一連の改革

には廃藩置県が前提だったこと考察

する。 

 

 

・明治政府の財政

状況を示すグラ

フ 

・華族，士族，平

民の人口比のグ

ラフ 

・江戸時代の幕領

と藩領に関する

地図 

   ● ① 中央集権体制の構

築をはじめとする明

治政府の諸改革に関

するマインドマップ

を作成する。それぞ

れの歴史的事象の関

係性を国際環境と関

連付けて作成してい

る。 

（学習用 PC 上の

OneNote の記述） 

【国民生活は本当に「文明開化」し

たか？】 

文明開化の諸事象が当時の社会各

層の人々に与えた影響を学制等の事

例を元に，急速な近代化に対する受

容と反発について考察する。 

 

 

・開智学校の図版 

・寺子屋の様子と

小学校の授業風

景 

単元の軸になる問い「なぜ明治政府は中央集権体制を築いたのか？」 
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【なぜ初期外交は清・朝鮮との摩擦

を起こしたか？】 

 明治初期の対外政策について，東

アジア外交について欧米との外交の

違いを比較し，清・朝鮮との摩擦を

起こしたことを考察する。 

 近代国家としての領土・国境の画

定の経緯についても確認する。 

 

 

・日本を中心とす

る地図に外交の

様子を作図しな

がら、初期外交

についてまとめ

る。 

  ●  ① 初期外交における

対外関係の変化につ

いて，国内の事象と

関連付けて地図上に

まとめている。 

（ワークシート） 

第
３
次 
 
1
.
5
時
間 

【なぜ西日本の士族が反乱を起こし

たのか？】（本時） 

士族の反乱について，発生地・首

謀者や反乱の経緯について確認す

る。 

士族の反乱に関する地図から「な

ぜ西日本の士族が反乱を起こしたの

か」という疑問を持ち，その課題に

新政府と士族という複数の立場から

考察する学習活動を通じて，単元の

学習内容を振り返る。 

また，次の単元である「自由民権

運動の展開」について展望する。 

 

 

・関連する年表及

び士族の反乱の

地図 

・不平士族のプロ

フィール 

・牧野伸顕『回顧

録』の不平士族

の記述 

・戊辰戦争の地図

（学習活動の状

況によっては，

比較させるため

に提示する） 

●  

 

 

 

 

● 

  ② 単元当初に挙げた

明治政府の課題を含

めて追究している。 

（ワークシート） 

 

② 戊辰戦争から明治

維新の動向につい

て，地理的条件を踏

まえながら為政者と

一般士族という立場

による違いを比較し

て，多面的・多角的

に考察し，適切に表

現している。 

（ワークシート） 

 ペーパーテスト   ○ ○ ○  

 

 

 

 

６ 本時について 

○ 授業名 

「なぜ西日本の士族が反乱を起こしたのか？」 

 

○ 本時の目標（７／７） 

・単元冒頭での課題意識を生かしながら，明治新政府が目指した国家とその課題について意欲的に追究

させる。 

・戊辰戦争から明治維新の動向について，地理的条件を踏まえながら為政者と一般士族という立場によ

る違いを比較することで多面的・多角的に考察させ，適切に表現させる。 

・次の単元「自由民権運動の展開」について展望させる。 
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○ 指導の視点 

単元のまとめにおいて，単元の学習内容を振り返るに当たり，教科書・資料集など日常使用してい

る資料について教師の発問と言語活動等の学習活動を工夫することで生徒の考察を促す活動を設定す

る。なお，言語活動の充実に当たっては学習用ＰＣの OneNote を活用し，他者の考えに触れながら自

分の考えを見つめ直させる。 

 

○ 本時の展開 

 学習内容・活動 指導上の留意点 評価及び支援の手立て 

導 

入 

（
５
分
） 

○ 今日の学習テーマを確認する。 

・反政府運動の中心地が西日本を中

心とした地域だったことを地図資

料から読み取り，「なぜ西日本の

士族が反乱を起こしたのか」とい

う疑問をもつ。 

○ 教科書の西日本のみの

士族の反乱の地図，及び

電子黒板の本州以南の士

族の反乱の地図を比較さ

ることで，西日本に着目

させる。 

 

 

展 

開 
① 

（
30
分
） 

○ 明治初期の動向について，一般の

薩摩士族と大久保利通の考えを想像

しながら比較する。４人１グループ

による学習用ＰＣの OneNote を活用

した学習を通じて，共通点・相違点

を考察する。 

 

＜活動の手順＞ 

※大久保の立場について 

・年表中の出来事，特に明治新政府

(大久保利通)の視点から，改革の

ねらいについてメモする。 

・教師の発問に答えながら，明治政

府が目指した国家について考察

し，ワークシートに記述する。 

 

※薩摩士族の立場について 

・明治政府の諸改革に対する一般の

薩摩士族の考えをメモする。 

・それぞれのメモを比較し，どの出

来事が互いの考えが異なり始める

きっかけなのかを考える。 

○ プロフィールなどを用

い人物像をイメージさせ

た上で学習活動に取り組

ませる。 

また，適宜インターネ

ット等も活用させ，参考

に な る 資 料 が あ れ ば

OneNote に貼り付けさせ

る。 

 

 

 

○ 生徒のさまざまな回答

を活用して，明治維新の

推進についてまとめる。 

 

 

○ 一般の薩摩士族と大久

保利通の考え方のかい離

が分かりやすい出来事

(廃藩置県・徴兵令など)

に特に注目するように指

示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 目指した国家について 

 Ａ：新たな課題を含めて

記述している。 

 Ｂ：「本時の目標」に示

す通り 

 Ｃの場合：単元冒頭の課

題を確認させる。 

（ワークシート） 

【関心・意欲・態度】 

※評価について 

Ａ「十分満足できる」 

Ｂ「おおむね満足 

できる」 

Ｃ「努力を要する」 
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ま
と
め 

（
15
分
） 

○ 導入で確認した問い「なぜ西日

本の士族が反乱を起こしたの

か？」ついて考察し，ワークシー

トに記述し，発表する。 

 

○ 生徒の考察を生かしな

がら，明治維新に対する

反発についてまとめる。 

 

○ 生徒の活動後に牧野伸

顕(大久保の次男)の不平

士族についての記述を紹

介する。 

○ 士族の反乱が起きた理

由について 

Ａ：中央集権体制形成の

課題として理由を述

べている。 

 Ｂ：「本時の目標」に示

す通り  

Ｃの場合：牧野伸顕『回

顧録』を参考に下野し

た参議や一般士族の立

場に立って考えさせた

り，戊辰戦争の地図を

提示し，東日本と比較

させたりする。 

 （ワークシート） 

 【思考・判断・表現】 

○ 次の単元「自由民権運動の展開」

を展望する。 

 

○ 発問を通じて「武力か

ら言論による政府批判」

という展開を意識させ

る。 

 

 

 

≪使用教科書≫ 

 ・『高等学校 日本史 A 人・くらし・未来』 第一学習社 

 

≪引用文献≫ 

 ・牧野伸顕『回顧録』 昭和 52年 中公文庫 

 

≪参考文献≫ 

・文部科学省 『高等学校学習指導要領解説 地理歴史編』 平成 21 年 12 月 

・文部科学省 『言語活動充実に関する指導事例集【高等学校版】』 平成 24年６月 

・国立教育政策研究所教育課程研究センター 『評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資

料（高等学校 地理歴史）』平成 24 年３月 

・松尾正人編『日本の時代史 明治維新と文明開化』 平成 16年 吉川弘文館 

・野口武彦『幕末明治 不平士族ものがたり』 平成 25年 草思社 

・野口武彦『明治めちゃくちゃ物語 維新の後始末 平成 25年 新潮新書 

 

 

 

 

 


